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帯法について述べた。 
26. ポリエステル(エポラック〉製先天股脱装
具の試作
成東病院藤代国夫
先天股脱固定装具には従来より種々研究発表され
ている。演者も第 2回本会席上発表した。今回更に
改良を加え，乳幼児に対して，ポリエステ jレ(エポ
ラック〉製のものを試作した。使用法は，原液，硬
化剤，促進剤，調整剤の四者をフェルトにのし，ポ
リエチレン紙にて包み，身体各部の曲線に適合させ
る如く作製する。直接人体に接着させるも高熱感は
ない。その特長は①強く，軽く，②汚損され難く，
③レ線も良く透し，④陽性モデル作製不要⑤製作時
間は短く，⑥修理，接着等補習可能，⑦低廉，③引
火性なく⑤可溶性一等である。尚本機試用による
も，体重の経過は全国平均で，下肢周径の減少等な
く， 発育上の支障はないと考える。昭和 33年 7月
より試作し 3例に施行して好結果を得た。
以上先天股脱に対してポリエステ Jレの利点、を充分
に活用した固定装具であると考えられるのでその概
要を報告した。
〈製作担当佐倉市大昭化工高石寿男〉  
27. 下顎骨折の 1例
千大整形石田三郎
27才:男性，交通事故により下顎骨の顕部と左
関節突起に骨折をおこした。
間部は当科来訪までlζ仮骨形成をおこし，大きな
変形が認められなかったので特別処置をせず，左関
節突起部を観血的K銅線固定術を行った。術後，顎 
の変形はさほどよくならず，担曹力改善も大きく認
められなかった。 X線では，術後固定部で軽度の骨
折片の位置のずれが認められた。
下顎骨折は全骨折の約1.1%でその発生原因は交 
通事故が最も多く，年令では 20才台が最高で，骨
折部位も二重骨折の場合では顕部と関節突起部の合
併は二重骨折中の約 24.9% ~L見られ，二重骨折そ
のものが少くないので，本例は下顎骨折としては珍
しくないといえよう。
下顎骨骨折の場合，他の骨折と同じくいわゆる佼
筋諸筋の牽引力による骨片の転位が見られる。本例
にもそれが認められた。
治療に関しては関節突起部の骨折の場合，非観血
的方法による固定が困難なので，観血的鋼線固定法
適応と思われる。しかしその場合術後に於いて上記
の筋牽引力の影響を除去する何らかの方法が講ぜら
れるべきであろう。 
28. 陳旧性梶骨小頭脱臼の 1例
千大整形林 国春
外傷後 4年にして，手指の伸展障害及び肘関節の
変形を主訴として来院し，精査により，先天性尺骨
欠損を伴なう陳旧性檎骨小頭脱臼による指伸筋の変
性萎縮を生じた一例に，浅指屈筋の臆の尺側の一部
を指伸筋の躍に縫合，次に腕榛骨筋の躍の一部を長
母指外転筋に縫合した。
術後 2週を迎え，筋力依復の兆候ある 1例を報告
し?こ。 
29. 弾援股の 1治験例
千大整形高石 敏
外傷iと由来するものと考えられる弾援股の 1例を
経験し，手術的に治癒せしめ得た。
症例:18才，女子， ウェイトレス。主訴:股関
節の異常音と倦怠感。家族歴，既往歴l乙特記すべき
ものなし。現症歴:約 1年前転倒後半年で左股関節
部に異常音と倦怠感を生ず。全身所見に特記すべき
ものなし。局所所見，股関節の運動時lζ母指頭大の
硬結を大転子部皮下にふれ移動と共に雑音あり，股
関節の運動制限はない。レ線所見，尿，使i乙異常な 
し。 rツ」反応は陽性。試験穿刺は陰性。手術所
見:腸腔靭帯lζ一致し，その深部に癒痕性硬結物あ
り，これを除去，靭帯の延長を計る。組織所見:確
結部より得た切片は癒痕性組織を示す。遠隔成績:
8ヵ月半現在，股関節の運動時比異常は認められな
い。
30. 興味ある 2，3の外傷治験例
蘇我病院木村保之
最近経験せる興味ある外傷の治験例Kついて述べ
る。第 1例は 20才の男子の外陰部の完全なる皮膚
剥離で治療に当惑したが大腿及び陰部にトンネルを
作り， Penis及び Hodenを埋没して前後 6回に豆
る整形手術の結果治ゆせしめた症例で，約 3カ月を
要し治ゆ後生殖力の消失を示したが機能に支障はな
かった。
第 2例は重症なる頭部外傷によって起った言語障
害の 1例で 21才男子， 左側頭部の開放骨折で約 3
週間意しきの快復が見られなかったが観血的整形術
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にて症状軽快したが著明の言語障害及右半身の麻
ひを来した。この言語障害に対して，約 1カ月の言
葉の練習法を根気づよく行わせ，約5ヵ月にて返答
(簡単な〉可能となったもので，開放骨折の為却っ
て死の転帰をとらなかった幸運な 1例と思われる。 
31. 野球肘と思われる 1治験例
日本軽金診療所奥田八雄 
最近経験した肘関節のスポーツ障害の 1治験例に
ついて考察した。 20才の男子事務員。小学校5年
頃よりキャッチボール，中学入学よりテニえを盛に
やり中学卒業後は野球投手をしたが 1年半後投球時
肘関節が伸びきった時lとその内側lζ痛を覚える様に 
なり長時間書字後該部に自発痛を生じた。右肘関節
尺骨上楳に圧痛点ありレ線上骨組織の増殖があり手
術所見は小豆大の丸い隆起が基底に癒合しており之
を切除した。術後 8ヵ月の今日投球時の底痛は全く
なく球威増し勝率もよくなった。長時間の書宇にも
痛なくなったが仲展制限は増加した。肘関節痛のた
めに野球のできぬ事は職業野球の場合は死活問題と 
なる。叉関節手術自身は術後の機能に積極的によい
影響も与えないので手術の適応は難しい。しかし本
症例によれば観血的託行っても充分に治療の目的を
果す事ができ，術後の軽度の伸展制限も1後療法を充
分lこすれば障害Kはなり得ないと思われる。 
32. 最近 1年前に於ける骨折の統計並びに 2，3 
興味ある症例
清水厚生病院整形斎藤 隆
地方のー病院である清水厚生病院に就任してより 
1年半K於ける骨折患者の統計的観察を行い次の如
き結果を知り得た。
①骨折の原因には交通事故と労働災害が大きな役
割をはたし，交通事故 (28.8%)労災 (24.9%)両
者を合わせ 53.7%をしめて居り，年と共に増加の
傾向を示している。
②骨折部位は指Je.tl:が圧倒的に多い。叉， 102例を
除き新鮮骨折である。
⑤手術は他i乙重篤な合併症の無い限り出来るだけ
早期に行う方が良いと考える。
次いで骨折治療中氏 1例は定型的榛骨々折にて痘
性麻痔のため他の例は尺骨茎状突起を見逃がしたた
め共に尺骨上方脱臼を起した 2例につき報告した。
33. 教室に於ける 5年間の新鮮複雑骨折の統計
的観察
千大整形鈴木正己
昭和 29年 7月より昭和 34年 6月までに外来を訪
づれた，骨折患者総数は 1，264名で，複雑骨折は 
64名， 5.1% R.相当する。頻度は 20才台が多く，職
業は工業，農業，商業となっている。男性が 90%
を占め，原因は 81%が交通産，業災害である。部
位は下腿，前腕大腿，指駈，頭骨の順であり，しか
も多発骨折は 31%に見られ，粉砕骨折は 48%であ
る。乙れ等，複雑骨折に対する治療は，観血的治療
33例 51%，内キュンチャー氏髄内釘固定法 16例，
内副子固定法2例キjレシュナー網線固定法 7例，骨
縫合 8例，其の他となっている。
キュンチャー氏髄内釘固定法，並びに内副子固定
法による受傷後手術までの日数は平均9日で，軟部
組織損傷の軽度のものは，創縁切除後一次縫合によ
り一期治癒を営んでいる。入院期間は大腿骨にて
52日，上腕骨にて 35日で単純骨折より平均 15日
長期間を要する。叉損傷部位及び，術後創面より分
離せる細菌株26について抗生物質に対する感受性
を見た。其の殆んどは， S.M. P.C.には感受性を
示さず，クロロマイセチンに良く示した。抗生物質
の発達に伴い教室にては受傷後早期K長管状骨に対
し観血的手術を施行し， 満足すべき成果を見てい
る。 
34. 阻血性拘縮の3例について
千大整形山崎保久
所謂フォルクスンの阻血性拘縮は，上肢の骨折治
療中に於て，最も注意すべきしかもその治療困難な
合併症である。私の教室に於ては本症例に対して，
適応を撰んで積極的治療を試みて来ているが，その
際得られた本症発生機転に対する興味ある知見を与
えた 2例及び最近経験した 1例について報告した。
即ち前2例は何れも内膜の断裂を伴った上腕動脈の
損傷が認められた。特に後者では内膜損傷に由来す
ると思はれる血栓形成があり，観血的治療を試みる
も遂いに上肢切断の己むなき K至ったものである
が，若し治療の時期がもっと早いか叉は，幸いに壊
死の進行する前に副血行が形成されたならば，或い
は典型的な阻血性拘縮を将来する事が予測され，本
症発生l乙対して血管損傷に基く阻血が重要因子の 1
つである事を認識させられた。他の 1例は，動脈損
